
経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　嵐山町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 17,328 29.92 579.14 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

　当町の水道事業は、昭和３８年の簡易水道開始以
来、６２年の長きにわたり水道法の目的を目指し、
清浄にして豊富低廉な水の供給に努めてまいりまし
た。
　現在、水道事業の経営の健全性や効率性は昨年度
に引き続き順調に推移していますが、将来的には、
人口減少等による給水収益の減少、一方で、事業費
用は施設の耐震化や老朽管の更新、更には物価の高
騰等により増加が見込まれ、今後の経営環境は厳し
くなっていくことが予想されます。安定した供給を
継続的に維持するため、適切な原価計算に基づく料
金水準の設定等算定実行する段階に来ております。
　今後も経営の効率化を推進し、当町の水道事業の
目標であります、安全・安心・安価で豊富な水を将
来に向かって安定して送り届けることができますよ
う計画に基づき着実に事業を実行してまいります。

578.63 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 83.12 99.90 1,897 17,272

全体総括

29.85

①経常収支比率
　前年比２.２５ポイント減少しましたが、依然と
して比率は類似団体平均及び全国平均を大きく上回
ることが出来ています。この状況の維持に努めま
す。
②累積欠損金比率
　該当数値無し。
③流動比率
　短期債務に対する支払い能力を示していますが、
類似団体平均及び全国平均を大きく上回っており、
現在の経営状況は良いと判断できます。
④企業債残高対給水収益比率
　順調に返済を続けてきたが、施設の大規模更新に
よる計画的な起債を始めたため数値の上昇が見ら
れ、今後の老朽施設更新等に伴い更に増加する見込
みです。
⑤料金回収率
　前年度比５.５１ポイント上昇し、類似団体及び
全国平均を上回っております。今後も適切な料金収
入の確保に努めます。
⑥給水原価
　給水に関する製造単価であり、効率的な運営によ
り低い値を維持できています。
⑦施設利用率
　昨年度比１.５６ポイント上昇しました。これに
より引き続き類似団体平均及び全国平均を上回るこ
とができました。
⑧有収率
　類似団体及び全国平均を大きく上回っておりま
す。今後一層の数値上昇を目指します。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　施設の老朽化は年々進んでおりますが、類似団
体及び全国平均と同程度となっております。将来
世代に必要な資産を引き継いでいけるよう、今後
も適切な施設の更新を実施してまいります。
②管路経年化比率
　管路の老朽化は年々進んでおりますが、類似団
体及び全国平均よりも良好な状態と判断できま
す。今後も計画的な更新に努めます。
③管路更新率
　前年度比０.６３ポイント上昇しました。類似
団体及び全国平均を上回っており、今後も引き続
き計画的な更新を進めてまいります。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】



経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　嵐山町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
29.92 579.14 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

17,328

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　前年度比0.79Ｐ減。100％を上回っているが、今後の更新投
資等に充てるための財源を引き続き確保に努める必要がある。
②累積欠損金比率
　該当数値なし。
③流動比率
　前年度比26.32Ｐ増。年々改善傾向にあり、100％をわずかで
はあるが上回った。しかし、依然、短期的な支払い能力の観点
から見ると一般会計からの繰入金に依存しているため、経営改
善を図り、財源の確保に向けた取組が必要である。
④企業債残高対事業規模比率
　前年度比25.41Ｐ減。公共下水道事業開始当初の借入につい
て償還が終了しつつあり類似団体の平均値を大きく下回ってい
る。しかしながら、未整備地区対策としての管渠の布設、ス
トックマネジメント計画に基づく更新が実施されており、今後
は徐々に上昇傾向に転じる見込みである。
⑤経費回収率
　前年度比12.67Ｐ減で100％を13.33Pと大きく下回った。不明
水対策及び汚水処理費の削減に努める必要がある。今後も、物
価上昇等よる汚水処理費の増加が見込まれることから、更なる
経営改善に努めます。
⑥汚水処理原価
　前年度比28.99円増。昨年までは類似団体の平均値を若干下
回っていたが、今年度大きく上回った。主な要因は、管渠施設
の更新及び物価上昇等による維持管理費の増加であり、今後も
それらの増加が見込まれるため、経営改善を図り財源確保に努
める必要がある。
⑦施設利用率
　該当数値なし。
⑧水洗化率
　前年度比0.25Ｐ増。類似団体の平均値を上回っている。しか
しながら、人口減少による影響も見込んだ上で、継続した未接
続世帯への普及促進に努める必要がある。

資金不足比率(％)

- 72.42 69.07 90.57 2,530

自己資本構成比率(％)

11,942 3.04 3,928.29 【】 令和6年度全国平均

①有形固定資産減価償却率
　類似団体の平均を下回っているが、今後も減価償却率は上昇
していく見込みである。今後は、施設の長寿命化や更新につい
てストックマネジメント計画に基づき実施していく必要があ
る。
②管渠老朽化率
　下水道事業開始前より既存開発団地において使用されていた
管渠（10.2ｋｍ）が法定耐用年数を超えていることにより管渠
老朽化率（13.14％）が継続している。
③管渠改善率
　②の老朽管の更新を官民連携手法を活用し、面的更新整備を
進めるための準備段階である。

2. 老朽化の状況

全体総括

　使用料収入にて経費を全て賄えておらず、他会計か
らの繰入に依存している状況である。健全かつ適正な
事業運営のために、不明水対策や未接続世帯の接続推
進を行う。
　耐用年数を超えた老朽管対策は、官民連携手法を活
用し更新を行うための準備を進めている段階であり、
将来投資経費を踏まえた経営改善に努める必要があ
る。
　さらに財源確保に取り組む事業展開により、住民生
活に必要不可欠なサービスを持続的に提供していく必
要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.36】 【3.12】 【82.75】 【602.56】

【96.00】【60.13】【140.98】【97.94】

【42.20】 【9.46】 【0.19】



①有形固定資産減価償却率
　前年度比3.73Ｐ増。類似団体平均程度まで上昇
し、引き続き増加傾向が見込まれる。町管理型浄
化槽として寄附移管された合併処理浄化槽につい
ては設置年度や設置状況も様々である。町で定め
る法定耐用年数（28年）を経過した浄化槽につい
ては、老朽化状況を見ながら計画的に入れ替えを
行っていく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　累積欠損比率、経費回収率から見ても、使用料
収入で経費を賄うことが出来ておらず、他会計か
らの繰入に依存している状況である。施設更新の
優先度の把握や適切な維持管理、将来投資経費を
踏まえた適正な使用料設定による財源確保等に取
り組み、住民生活に必要不可欠なサービスを持続
的に提供していく必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

1,458 26.48 55.06 【】 令和6年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　前年度比8.35Ｐ減。100％を下回っている。赤字収
支であるため、経営改善に向けた取組が必要である。
②累積欠損金比率
　前年度比29.98Ｐ増。使用料収入に対して維持管理
費が増加していることが主な原因である。適正料金の
見直し等、経営改善に向けた取組が必要である。
③流動比率
　前年度比11.35Ｐ減。流動資産に使用料収入を加え
ると流動負債を上回るが、現状維持管理費削減が困難
であるため他会計繰入金に依存している状況である。
経営改善に向けた取組が必要である。
④企業債残高対事業規模比率
　前年度比16.67Ｐ減。依然類似団体の平均値を下
回っているため、今後の更新需要を考慮し、使用料水
準等が適正か否か確認する必要がある。
⑤経費回収率
　前年度比0.26Ｐ増。類似団体と大きな差はないが、
使用料収入で1/2も賄えていないため、使用料の適正
化を図る必要がある。
⑥汚水処理原価
　前年度比0.81円減。類似団体を若干下回っている。
現状維持管理費削減が困難であるため、更なる事業推
進による有収水量の増加が課題である。

 ⑦施設利用率
　前年度比0.46Ｐ減。原則床面積により人槽が決定さ
れるが、少子高齢化や節水器具の普及に伴い施設対応
能力に対する処理水量割合が低いと推測される。

 ⑧水洗化率
市町村設置型浄化槽の人口が分母であるため100％と
なっている。

資金不足比率(％)

- 71.04 8.43 100.00 3,080

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

17,328

処理区域内人口(人)

29.92 579.14 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K3 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　嵐山町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
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R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 84.34 91.32 94.50 98.13 89.78

平均値 95.33 92.17 101.83 95.10 105.56

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 3.84 7.57 11.26 14.90 18.63

平均値 15.40 16.28 16.75 19.34 18.09

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 56.53 86.76 103.00 104.45 134.43

平均値 162.82 193.62 44.51 225.85 40.89

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 82.84 49.96 37.93 46.16 34.81

平均値 125.61 67.75 150.30 45.10 126.98

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 285.46 272.78 318.05 323.53 306.86

平均値 398.42 393.35 397.03 424.95 537.62

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 45.75 44.23 47.18 42.82 43.08

平均値 50.70 48.13 46.58 41.67 37.88

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 329.14 341.27 320.61 353.91 353.10

平均値 289.81 301.54 311.73 326.49 355.98

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 50.05 48.03 47.97 47.47 47.01

平均値 56.45 58.26 56.76 58.02 71.18

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 54.99 66.43 66.88 63.66 70.92

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.06】 【84.61】 【106.63】 【386.06】

【84.89】【54.37】【329.31】【51.14】

【26.38】 【-】 【-】


